
あいちエコモビリティライフ実践促進モデル事業

日本一の銀杏のまちが推進する

人と環境にやさしい観光地づくり人と環境にやさしい観光地づくり

祖父江町商工会

事業の背景・目的

『そぶえイチョウ黄葉まつり』は来場者１５万人（１１月下旬～１２月上旬開催）『そぶ イチ ウ黄葉ま り』 来場者 人（ 月下旬 月 旬開催）

問題の発生問題の発生

①短期間の観光客の入り込みは地域の活性化に①短期間 観光客 入り込み 地域 活性化
つながらない。

②違法駐車 交通渋滞など②違法駐車・交通渋滞など

何か解決策はないか？



平成２２年度全国展開支援事業で開発した
通年型観光商品「ヘルスツーリズム」

①祖父江銀杏林
ピ ウ キ グ

②国営木曽三川公園ワイルドネイチャー
プ ザ デ クウ キ グ

③尾張七福神めぐり
自転車 クササイズセラピーウォーキング プラザノルディックウォーキング 自転車エクササイズ

ヘルスツーリズム ＋ エコモビヘルスツーリズム ＋ エコモビ

＝『人と環境に優しい観光地づくり』

【目的１】
リズム 知名度を高め 観光客 増加 増加をめざしますヘルスツーリズムの知名度を高め、観光客の増加の増加をめざします。

【目的２】
観光客による車起因問題の解消をめざします。



事業の内容事業の内容

３つの大会を実施

① 祖父江銀杏林セラピーウォーキング大会（２回）

② そぶえノルディックウォーキング大会

③ 尾張七福神めぐり
自転車エクササイズスタンプラリー大会

アクセス方法は電車・バスなどの公共交通機関を推奨

大会報告①大会報告①
祖父江銀杏林セラピーウォーキング大会（新緑期）

・開催日 平成２３年９月２３日（金・祝）

・場 所 祖父江町山崎～善光寺（８．８ｋｍ）

・内 容 新緑の山崎銀杏林から善光寺までの内 容 新緑の山崎銀杏林から善光寺までの
ウォーキング

・参加者 ３３名

・エコモビ推進についての資料配布・ＰＲ

・アンケート調査の実施

推奨アクセス 名鉄尾西線山崎駅下車 徒歩３分
イチョウの葉だけから発散される

推奨アクセス 名鉄尾西線山崎駅下車 徒歩３分ストレスホルモンを押さえる
「ギンコライド」を満喫



大会報告②大会報告②
祖父江銀杏林セラピーウォーキング大会（黄葉期）

・開催日 そぶえイチョウ黄葉まつり開催期間
（平成２３年１１月１９日（土）～２７日（日））

・場所 黄葉まつり会場周辺（３．３ｋｍ）

・内容 黄葉の山崎銀杏林をウォーキング
祖父江町全体が
黄金色一色に染まる

・参加者 約１０００名

ビ 隊と 連携

黄金色 色に染まる

・エコモビＰＲ隊との連携
（11/27のみ）
・ヘルスツーリズムのチラシ
配布 ＰＲ配布・ＰＲ
・アンケート調査の実施

推奨アクセス 名鉄尾西線山崎駅下車 徒歩３分推奨アクセス 名鉄尾西線山崎駅下車 徒歩３分
JR稲沢駅発のシャトルバスを利用（11/19のみ）

大会報告③
そぶえノルディックウォーキング大会

・開催日 平成２３年１０月９日（日）開催日 平成２３年１０月９日（日）

・場所 祖父江ふれあいの郷～国営木曽三川公園ワイルドネイチャープラザ
（５．０Km）（５ Km）

・内容 講師によるノルディックウォーキング講座及びウォーキング

・参加者 ７０名

・エコモビについての説明・ ＰＲ

木曽川の川風によるリフレッシュ

・アンケート調査の実施

推奨アクセス 名鉄尾西線森上駅下車
↓↓

稲沢市コミュニティバス
祖父江ふれあいの郷下車



大会報告④大会報告④
尾張七福神めぐり自転車エクササイズスタンプラリー大会

・開催日 平成２３年１２月４日（日）

・場 所 尾張七福神をめぐる全長２２ｋｍのコース

・内 容 尾張七福神を自転車でめぐる
スタンプラリー大会

・参加者 ３８名

・エコモビについての説明・ＰＲ

アンケ ト調査の実施・アンケート調査の実施○善光寺（福禄寿）、地泉院（大黒天）
をはじめ町内7つの寺院に
1体ずつ祀られる「尾張七福神」の
ご 益付き

推奨アクセス 名鉄尾西線森上駅下車 徒歩１分
ご利益付き
○駅前レンタサイクルステーション
を発着

アンケート調査結果①アンケート調査結果①
「エコモビリティ ライフ」を知っていただけましたか？

はい
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いいえ 29％
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「エコモビリティ ライフ」を実践してみようと思いましたか？

はい
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アンケート調査結果②アンケ ト調査結果②
大会会場までの交通手段は何ですか？

徒歩
6％

その他
１％

自転車

6％

自家用車

自転車
18％

54％
電車

21％

事業のまとめ事業のまとめ

① ヘルスツーリズムに「エコモビ」を絡ませることで参加者の
「エコモビ」に対する理解及び関心が高まった。

② 公共交通機関利用を呼びかけ開催した大会であったが

「エコモビ」に対する理解及び関心が高まった。

② 公共交通機関利用を呼び け開催した大会であ た
『自家用車』の利用率が高く、今後の課題となった。

③ 本事業の調査結果を有効に活用し、ヘルスツーリズム＋エコモビ
を来年度以降も推進していくこと事が通年型観光地及び
エコ社会の確立に必要であるエコ社会の確立に必要である。



次年度以降の取り組み目標次年度以降の取り組み目標

・『名鉄電車』『コミュニティバス』との連携強化『名鉄電車』『コミュニティバス』との連携強化
路上駐車対策（環境負荷、安心な歩行空間）

・地域ボランティア団体や地元銀杏農家の地域ボランティア団体や地元銀杏農家の
協力を得る

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました


